
 
地域密着型金融の取組事例 2010年 10月 

新規就農者研修牧場（北海道）ＪＡサロマ 

タイトル 新規就農者研修牧場   

JA名 JAサロマ（北海道）       

1 動機 

（経緯） 

・新規就農の受入れにあたり、公社営農場リース事業を活用していましたが、年 

 間の枠が限られていること、当事業には様々な制約があること等から独自で 

 新規就農希望者の受入態勢を整えることとなりました。 

・また、当 JA管内には適当な研修受入先がなかったため、JAが研修農場の意 

 味合いを持つ法人として平成 20年に（株）ドリームファームを立ち上げました。 

 

2 概要 ・施設等一式は離農者から JAが買上・改修し、法人に賃貸する方式をとってい 

 ます。また、就農希望者は研修期間中の概ね 2年間、法人の従業員として雇用 

 されています。 

・研修終了後に農場を就農希望者に譲渡し、新規就農者として営農を開始します。 

・法人の構成員には JA理事が就任しており、営農技術等の指導を就農希望者で 

 ある従業員に行う体制をとっています。 

・JAは法人設立の際に助成や資金支援等を行い、さらに就農希望者が法人の施 

 設を取得する際に資金対応等の支援を行っています。 

 

3 成果 

（効果） 

・研修期間中に営農技術等のみではなく、就農予定地で研修を行うことにより、 

 地域との関わりをより深めることができています。 

・平成 22年 3月に当法人で研修していた従業員が初めて新規就農者として営農を 

 開始しています。 

 

4  今後の

予定（課題） 

・従業員の営農開始時に施設等を譲渡しているため、法人としての活動は行って 

 いない状態ですが、新たに就農希望者がいるため、平成 22年 10月に法人活動 

 を再開できるよう取り進めているところです。 
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